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問３  図のような環状鉄心に巻かれたコイルがある。 

図の環状コイルについて， 

 ・端子 1-2 間の自己インダクタンスを測定したところ，40 mH であった。 

 ・端子 3-4 間の自己インダクタンスを測定したところ，10 mH であった。 

 ・端子 2 と 3 を接続した状態で端子 1-4 間のインダクタンスを測定したところ，

86 mH であった。 
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このとき，端子 1-2 間のコイルと端子 3-4 間のコイルとの間の結合係数 k の値

として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 0.81   (2) 0.90   (3) 0.95   (4) 0.98   (5) 1.8 
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問４ 図 1 のように，磁束密度 B＝0.02 T の一様な磁界の中に長さ 0.5 m の直線状

導体が磁界の方向と直角に置かれている。図 2 のようにこの導体が磁界と直角を

維持しつつ磁界に対して 60°の角度で，二重線の矢印の方向に 0.5 m/s の速さで移

動しているとき，導体に生じる誘導起電力 e の値[mV]として，最も近いものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 ただし，静止した座標系から見て，ローレンツ力による起電力が発生している

ものとする。
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